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衆
生
の
心
穢け

が
れ

る
れ
ば
土ど

も
穢
土

え

ど

れ
、
心
清き

よ

け
れ
ば
土ど

も
清き

よ

し
と
て
、

浄
土
と
云
い
穢
土
と
云
う
も
土ど

に

二
つ
の
隔へ

だ

て
な
し
。
只た

だ

我
等
が
心
の

善
悪
に
よ
る
と
見
え
た
り
。 

 
 
 

「
一
生
成
仏
抄
」 

 

 

暑
中
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

檀
信
徒
の
皆
様
よ
り
、
妙
教

寺
の
護
持
興
隆
の
為
、
特
に
、
宗

祖
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃
記

念
事
業
な
ど
の
ご
浄
財
ご
喜
捨

や
、
順
忠
院
日
貫
上
人
の
内
室 

     

坊
守
「
順
教
院
日
英
法
尼 

花

田
英
」
霊
位
の
第
壱
周
忌
奉
行

の
ご
厚
志
を
賜
り
、
又
、
諸
行

事
の
ご
奉
仕
な
ど
、
種
々
の
高

配
に
対
し
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

   

さ
て
、
私
た
ち
人
と
し
て
生

ま
れ
て
、
常
に
幸
せ
に
な
り
た
い

と
願
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
現

実
に
は
、
煩
悩
に
汚
れ
た
濁
乱

し
た
こ
の
世
で
は
、
政
・
財
・官
等

の
政
争
に
明
け
暮
れ
る
苦
界
か

ら
庶
民
の
暮
し
ま
で
を
脅
か
す

娑
婆
。
毎
日
の
よ
う
に
寒
々
と

し
た
事
件
や
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
交
い
、
い
つ
自
分
に
ふ
り
か

か
る
か
判
ら
な
い
火
の
粉
に
不

安
を
抱
き
、
怖
畏
す
べ
し
時
に

は
現
実
か
ら
逃
げ
出
し
た
く
な

り
、
甘
い
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
自

分
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
幸

せ
を
願
い
な
が
ら
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
苦
し
み
が
、
い
た
る
と
こ
ろ

に
み
ち
み
ち
て
い
る
苦
し
み
の
中

で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
衆
苦
充
満
し
た
時
代

に
生
き
る
私
た
ち
に
、
日
蓮
大

聖
人
は
、
「
浄
土
と
云
い
穢
土

と
云
う
も
土
に
二
つ
の
隔
て

な
し
。
只
我
等
が
心
の
善
悪
に

よ
る
と
見
え
た
り
。
」
と
御
教

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
世

と
後
世
を
一
貫
し
て
浄
土
と
と

ら
え
る
信
仰
で
、
我
が
日
蓮
宗

の
立
場
で
す
。
永
遠
の
寿
量
ご

本
仏
の
釈
迦
牟
尼
仏
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
霊
山
浄
土
は
、
生
死
を

超
え
た
現
実
の
浄
土
で
す
。
法

華
経
薬
草
喩
品
第
五
に
は
「
こ

の
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
、
法
を
聞
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き
お
わ
っ
て
、
現
世
安
穏
に
し

て
後
に
善
処
に
生
ず
。
道
（
ど

う
）
を
以
っ
て
楽
を
受
け
、
ま

た
法
を
聞
く
こ
と
を
得
（
う
）。」

と
あ
り
ま
す
。
現
世
に
お
い
て

法
華
経
を
聞
い
た
者
は
、
死
後

に
は
浄
土
（
善
処
）
に
生
ま
れ
、

ま
た
法
華
経
を
聞
く
こ
と
が
出

来
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。 

私
た
ち
の
現
世
社
会
は
、
政

治
・
経
済
・
教
育
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
人
間
の
社
会
活
動
は
す
べ
て
、

人
々
の
心
を
そ
の
ま
ま
映
し
出

し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

「
類
は
友
を
呼
ぶ
」
と
言
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
心
が
悪
意
に
溺

れ
れ
ば
周
り
に
は
悪
意
悪
行
の

者
が
集
い
、
こ
の
世
界
（環
境
）は

悪
土
（
穢
土
）
と
な
り
、
私
た
ち

の
命
（
心
）
を
磨
け
ば
が
善
意
に

目
覚
め
清
ら
か
に
な
れ
ば
、
善

意
善
行
の
人
が
集
い
来
る
生
き

生
き
と
生
き
る
素
晴
ら
し
い
世

の
中
、
浄
土
と
な
る
の
で
す
。 

生
死
の
苦
し
み
に
み
ち
て
、
ひ

と
時
も
安
ら
か
な
こ
と
が
な
い
、

苦
し
み
に
憂
え
、
わ
ず
ら
っ
て
い

る
現
代
社
会
は
、
と
て
も
浄
土

と
は
言
え
な
い
世
の
中
で
す
。
し

か
し
、
今
の
世
の
中
を
浄
土
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の

時
代
に
生
を
受
け
た
衆
生
、
お

題
目
を
唱
え
る
私
た
ち
し
か
い

な
い
の
で
す
。 

   

今
の
世
の
中
を
浄
土
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
私
た
ち
は
、
深

く
信
心
を
起
こ
し
て
、
境
涯
を

開
き
、
智
慧
を
磨
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
仏
の
恩
徳

を
心
肝
に
そ
み
て
、
そ
の
使
命

を
胸
に
家
庭
、
地
域
、
日
本
、

更
に
は
世
界
を
現
実
の
浄
土
と 

す
る
べ
く
、
お
題
目
を
唱
え
る

仲
間
を
増
や
し
、
親
か
ら
子
、

子
か
ら
孫
へと
信
仰
を
相
続
し 

          

な
が
ら
、
や
が
て
は
、
日
蓮
大
聖

人
の
願
い
で
あ
る「
諸
の
衆
生
を

引
導
し
て
之
を
集
め
て
法
を

聴
か
し
め
ん
」
即
ち
「
一
天
四

海 

皆
帰
妙
法
」
を
掲
げ
、
世
界

中
に
お
題
目
の
信
仰
を
弘
め
る

こ
と
の
達
成
に
向
け
て
励
み
、
お

題
目
の
信
仰
に
導
い
て
下
さ
れ

た
、
日
蓮
大
聖
人
の
弘
教
の
志

を
た
も
ち
、
そ
の
志
を
未
来
に

伝
え
続
け
ん
と
、
我
慢
偏
執
の

心
な
く
、
御
題
目
を
一
心
に
唱

え
お
題
目
を
唱
え
る
人
々
の
和

を
更
に
大
き
く
広
げ
る
お
手
伝

い
を
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

   

私
共
が
、
日
蓮
大
聖
人
の
御

降
誕
八
〇
〇
年
の
慶
讃
の
記
念

の
年
を
迎
え
る
た
め
、
ど
う
ぞ
、

私
に
、
こ
の
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

の
お
題
目
を
弘
め
さ
せ
て
下
さ

い
と｢

誓
願｣

し
て
、
大
聖
人
の

「
誓
願
」
を
私
共
の｢

誓
願｣

と
し

て
受
け
と
め
、
私
共
、
一
人
一

人
が
大
い
な
る
「
徳
」
を
積
み

「
報
恩
」
の
心
を
受
継
ぎ
た
い
も

の
で
す
。 

ま
た
、
日
蓮
大
聖
人
さ
ま
は
、

観
心
本
尊
抄
の
中
で
、
妙
法
蓮

華
経
の
信
仰
の
功
徳
に
つ
い
て
、

「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法

は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具

足
す
。
我
ら
こ
の
五
字
を
受
持

す
れ
ば
、
自
然
に
彼
の
因
果
の

功
徳
を
譲
り
与
え
た
ま
う
」

（
観
心
本
尊
抄
）
と
し
て
、
身

親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へと 

妙
法
五
字
の
受
持
を
目
指
し 

日蓮聖人は御入滅前に、経一丸（後の
日像上人）に京都弘通を託された 
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口
意
（
し
ん
・
く
・
い
）
の
三
業
の

実
践
と
妙
法
五
字
の
受
持
の
お

題
目
を
唱
え
る
こ
と
の
重
要
さ

を
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

  

「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
」

と
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
長
い
時

間
を
か
け
て
行
っ
た
修
行
と
、
そ

の
結
果
得
ら
れ
た
「
徳
」
の
こ
と

を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
「妙
法
蓮
華

経
」
と
い
う
五
字
、
す
な
わ
ち

「
妙
法
五
字
」
の
中
に
こ
そ
、
お

釈
迦
さ
ま
の
「
大
功
徳
力
」
が
す

べ
て
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ

し
て
「
妙
法
五
字
」
を
「
受
持
」
す

れ
ば
、
自
然
と
お
釈
迦
さ
ま
の

功
徳
を
す
べ
て
譲
り
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
宗
祖
は
約
束
さ

れ
て
い
ま
す
。 

お
題
目
信
仰

の
功
徳
と
は
、

「
積

功

累

徳

」

「
功
能
福
徳
」
の

意
で
、
仏
道
修

行
と
い
う
善
因

を
修
し
、
た
と
え

ば
、
こ
の
度

の

「
日
蓮
大
聖
人
の
御
降
誕
八
〇

〇
年
の
慶
讃
の
記
念
事
業
」
の

ご
寄
進
や
菩
提
寺
の
護
持
外
護

の
本
分
を
尽
く
す
こ
と
や
，
読

行
、
誦
行
、
解
行
、
説
行
、
写
経

行
な
ど
、
ま
た
、
日
々
の
追
善

回
向
、
種
々
の
ご
祈
願
祈
念
を

通
し
て
の
、
菩
薩
行
な
ど
の
善

行
為
に
は
，
よ
い
む
く
い
を
受
け

る
べ
き
因
と
し
て
の
如
説
修
行
の

善
行
を
指
し
て
，
善
根
功
徳
ま

た
は
功
徳
善
根
な
ど
と
い
わ
れ

て
、
陰
徳
と
陽
徳
の
善
根
を
積

む
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
福
徳
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。  

   

す
な
わ
ち
、
利
益
が
他
か
ら

与
え
ら
れ
る
も
の
に
対
し
、
自

ら
積
む
こ
と
を
功
徳
と
称
し
ま

す
が
、
仏
道
修
行
に
よ
る
得
益

の
相
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
意
義
は

功
徳
も
利
益
も
同
一
で
す
の
で
、

お
釈
迦
さ
ま
の
功
徳
を
す
べ
て

受
け
取
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
釈

迦
さ
ま
と
同
体
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
「
仏
」
に
な
る
、

す
な
わ
ち
「
成
仏
」
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。 

つ
ま
り
「
妙
法
蓮
華
経
」
の
五

字
を
「
受
持
」
す
る
者
は
、
人
間

の
生
命
を
根
本
か
ら
浄
化
し
、

英
知
と
福
徳
を
そ
な
え
た
人
生

を
築
く
と
と
も
に
、
真
の
平
和

社
会
成
仏
を
構
築
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
こ
の
世
に
い
な
が
ら
に

し
て
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

す
な
わ
ち
「
即
身
成
仏
」
に
向
か

っ
て
も
精
進
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

ま
た
「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の

二
法
、
三
世
十
方
の
諸
仏
の
修

因
感
化
、
法
華
経
の
文
々
句
々

の
功
徳
を
取
り
聚
め
て
此
の

南
無
妙
法
蓮
華
経
と
成
し
玉

へ
り
」
（
聖
愚
問
答
抄
）
と
宗

祖
は
仰
せ
ら
れ
、
妙
法
蓮
華
経

に
は
無
量
の
福
徳
が
そ
な
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
ま
す 

   

さ
ら
に
、
そ
の
は
か
り
知
れ
な

い
功
徳
も
、
「
功
徳
と
は
即
身

成
仏
な
り
、
又
六
根
清
浄
な
り
」

（
御
義
口
伝
）
と
宗
祖
は
示
さ

れ
、
罪
障
悪
因
縁
を
消
滅
し

「即
身
成
仏
」「六
根
清
浄
」の
境

陰
徳
、
陽
徳
の
善
根
を
積
む 

罪
障
消
滅
の
祈
り
の
実
践 

日
蓮
聖
人
が
書
か
れ
た
大
曼
荼
羅
御
本
尊 

http://kotobank.jp/word/%E5%86%99%E7%B5%8C
http://kotobank.jp/word/%E5%86%99%E7%B5%8C
http://kotobank.jp/word/%E5%86%99%E7%B5%8C
http://kotobank.jp/word/%E5%96%84%E8%A1%8C
http://kotobank.jp/word/%E5%96%84%E8%A1%8C
http://kotobank.jp/word/%E5%96%84%E8%A1%8C
http://kotobank.jp/word/%E5%96%84%E6%A0%B9


- 4 - 

 

界
を
得
る
こ
と
に
極
ま
る
と
教

導
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
年

度
の
「
盂
蘭
盆
会
」
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
何
も
の
に
も
脅
か
さ

れ
な
い
安
心
立
命
の
境
界
の
確

立
と
、
生
命
の
浄
化
、
そ
し
て
物

心
両
面
に
わ
た
っ
て
「
現
世
安
穏
」

「
後
生
善
処
」
の
福
徳
に
満
ち
た

人
生
を
築
く
こ
と
が
、
妙
法
信

仰
の
功
徳
な
の
で
す
。 

今
こ
そ
、
當
山
が
推
し
進
め

る
宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶

讃
事
業
（
慶
讃
事
業
委
員
会
よ

り
事
業
詳
細
は
別
紙
報
告
）
に

結
縁
頂
き
ご
賛
同
と
心
か
ら
の

ご
喜
捨
を
賜
り
、
み
な
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
大
変
な
情
勢

の
中
で
誠
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す

が
、
お
檀
家
の
皆
様
の
ご
努
力
、

こ
懇
志
に
よ
り
ま
し
て
、
達
成
で

き
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
千
載
一
遇
の
好
機
に
、

未
だ
結
縁
な
き
ご
信
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
積
功
累

徳
の
良
き
機
会
と
お
考
え
い
た

だ
き
、
益
々
の
陰
徳
、
陽
徳
の
善

根
を
積
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

い
た
し
、
そ
の
目
標
に
向
か
い
、

日
蓮
大
聖
人
さ
ま
へ
の
ご
報
恩

を
捧
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

         

さ
ら
に
、
御
降
誕
八
〇
〇
年

慶
讃
事
業
も
第
一
期
工
事
も

順
調
に
終
り
、
こ
れ
か
ら
は
第

二
期
工
事
に
は
い
り
、
そ
の
完

成
に
向
か
っ
て
、
僧
俗
同
心
と
な

り
努
力
し
な
け
れ
ば
、
事
業
円

成
は
な
し
と
げ
ら
れ
た
と
は
、

到
底
申
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

住
職
自
ら
も
、
精
一
杯
努
力
し

ま
す
の
で
、
心
か
ら
な
る
皆
さ

ま
方
の
浄
財
喜
捨
の
程
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

ま
た
、
私
共
聖
徒
と
し
て
、

「
共
生
共
栄
の
心
（
立
正
安
国
の

精
神
）
」
を
忘
れ
ず
に
、
「
積
功

累
徳
」
と
「
但
行
礼
拝
」
の
信
仰

運
動
を
実
践
し
、
檀
信
徒
の
絶

大
な
る
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

各
位
の
一
層
の
御
支
援
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
心
合
掌 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

   

来
る
八
月
十
八
日
（
日
）
、
當

山
で
は
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
供
養
会

が
奉
修
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
忙

し
く
と
も
必
ず
参
詣
す
る
よ
う

心
が
け
て
、
皆
様
と
共
に
、
ご
先

祖
様
へ
積
善
の
功
徳
を
送
り
報

恩
の
ま
こ
と
を
さ
さ
げ
た
い
と 

                   

存
じ
ま
す
。 

尚
、
日
々
の
お
参
り
必
携
の
妙

教
寺
檀
家
袈
裟
・
念
珠
と
経

本
・
行
衣
（
経
帷
子
）
な
ど
着
帯

し
ご
参
拝
下
さ
い
。 

お
盆
会
法
要
の
参
加 

 

2021 年（平成 33 年） 

宗祖日蓮大聖人御降誕800年 
 

2028 年（平成 40 年） 

妙教寺開基開創150周年 

完成した、庫裡屋根ステンレス鋼板
仕上げ工事 
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事
業
担
当
長 

臼
井 
義
光 

 

今
年
の
四
月
よ
り
工
事
に
と

り
か
か
り
七
月
末
ま
で
の
工
事

進
捗
状
況
に
つ
い
て
御
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

◎
本
堂 

一
、
二
階
玄
関
引
き
戸
取
り
替

え
工
事 

二
、
二
階
内
陣
・
外
陣
照
明
（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
）
器
具
取
替
え
工
事 

三
、
二
階
納
骨
堂
床
張
替
え
、

天
上
・
壁
塗
装
工
事 

四
、
二
階
納
骨
堂
・
台
所
照
明

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
器
具
取
り
替
え 

五
、
二
階
本
堂
・
玄
関
入
口
・ 

壁
・
窓
下
部
分
補
修
塗
装

工
事 

    

六
、
本
堂
外
陣
正
面
幕
板
彩
色

工
事 

 

◎
階
段 

一
、
階
段
ホ
ー
ル
廻
り
、
ク
ロ
ス

張
替
え
・塗
装
工
事 

二
、
一
階
～
二
階
イ
ス
式
階
段

昇
降
機
新
設
工
事 

 

◎
庫
裡 

一
、
屋
上
・
屋
根
改
修
工
事
（
ス

テ
ン
レ
ス
屋
根
） 

 

◎
外
部 

一
、
本
堂
窓
下
ひ
び
補
修
塗
装

工
事 

二
、
庫
裡
外
壁
改
修
工
事 

（劣
化
抑
制
美
セ
ッ
ト
工
事
） 

三
、
本
堂
・庫
裡
雨
樋
改
修 

工
事 

四
、
八
大
龍
王
塔
（
山
門
横
）
・

万
霊
供
養
塔
（
裏
庭
）
修

復
工
事 

 

◎
防
犯
カ
メ
ラ 

一
、
本
堂
・駐
車
場
等
カ
メ
ラ
新

設
工
事
（計
八
ヶ
所
） 

 

以
上
の
工
事
は
完
成
致
し
て

お
り
ま
す
。 

又
、
二
期
工
事
（
追
加
工
事
）

と
い
た
し
ま
し
て
、
左
記
の
工
事

を
完
成
ま
た
は
、
進
行
中
で
す
。

完
成
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
日

中
に
完
了
検
査
を
実
施
し
て
い

た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

一
、
庫
裡
改
築
工
事 

二
、
本
堂
一
階
～
二
階
階
段
床
、

事
務
所
床
・
壁
、
台
所
壁

改
修
工
事
完
成
（
ク
ロ
ス
・

塗
装
） 

三
、
本
堂
・
庫
裡
・
玄
関
・
駐
車

場
照
明
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
器
具

取
り
替
え
工
事
完
成 

四
、
本
堂
事
務
所
・
大
広
間
床
・

束
補
修
補
強
工
事
完
成 

五
、
本
堂
二
階
両
脇
引
き
戸
前

和
風
障
子
仕
上
げ
工
事

完
成 

六
、
本
堂
広
間
・
ト
イ
レ
照
明

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
器
具
取
り
替

え 

工
事
進
行
中 

七
、
本
堂
二
階
エ
ア
コ
ン
取
替
え

工
事
（検
討
中
） 

八
、
庫
裡
、
玄
関
土
間
補
修
工

事
進
行
中 

九
、
山
門
入
口
・
駐
車
場
入
口

土
間
補
修
工
事
進
行
中 

 

後
少
々
期
間
が
か
か
る
と
思

い
ま
す
が
、
御
理
解
・
御
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年 

慶
讃
記
念
事
業
委
員
会 

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年 

慶
讃
記
念
事
業
に
つ
い
て 
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本
堂
二
階
玄
関
引
き
戸
工
事 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
取
替
え
工
事 

階
段
床
張
替
え
・ 

昇
降
機
新
設
工
事 

工 事 前 工 事 後 

ク
ロ
ス
・
床
張
替
え
工
事 

[  

本 

堂 
] 

[  

御
霊
屋 

] 
[  

一
階
天
井 

] 
[  

御
霊
屋
床 

] 



- 7 - 

 

                        

                        

                        

                        

石
塔
ね
じ
れ
修
復
工
事 

本
堂
彩
色 

塗
替
え
工
事 

工 事 後 工 事 前 

庫
裡
屋
根
防
水
工
事 

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
仕
上
げ 
庫
裡
外
壁
塗
装
工
事 

[八大龍王塔] [万霊供養塔] 

防
犯
カ
メ
ラ 

八
ヶ
所
新
設
工
事 

大
広
間
床
・
束 

補
修
補
強
工
事 
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當
山
山
務
員 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

松
尾 

英
勝 

 

平
成
二
十
四
年
六
月
十
七

日
、
ま
だ
夜
も
明
け
き
ら
ぬ
時
、

待
機
し
て
い
た
部
屋
に
、
坊
守

様
が
遷
化
さ
れ
た
報
せ
が
入
っ

た
。
私
た
ち
弟
子
も
覚
悟
を
し

て
は
い
た
も
の
の
、
こ
の
現
実
だ

け
は
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。 

早
や
い
も
の
で
あ
れ
か
ら
一

年
が
経
ち
、
一
周
忌
を
迎
え
ま

し
た
。 

追
善
の
法
要
は
、
六
月
十
六

日
の
施
餓
鬼
法
要
後
に
、
久
留

米
市
妙
正
寺
御
住
職 

田
中
潮

佑
僧
正
を
御
導
師
に
迎
え
、
式

衆
に
山
鹿
市
圓
頓
寺
御
住
職 

荒
木
英
人
上
人
、
朝
倉
市
大
安 

    

寺
御
住
職 

秋
吉
英
守
上
人
に

よ
り
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。 

参
列
者
の
中
に
は
、
坊
守
様
か

ら
様
々
な
面
か
ら
ご
指
導
し
て

も
ら
っ
た
方
が
た
く
さ
ん
見
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

          

思
い
お
こ
せ
ば
、
私
と
妙
教

寺
様
と
の
ご
縁
が
出
来
た
の
は
、

私
が
小
学
四
年
生
の
頃
（
四
十

五
年
前
）
、
當
山
第
五
世
亡
日

貫
上
人
が
、
青
少
年
育
成
会
を

立
ち
上
げ
ら
れ
、
発
会
式
の
行

事
を
行
わ
れ
た
時
で
し
た
。 

         

こ
の
頃
、
何
も
わ
か
ら
な
い
ま

ま
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
来
て
は
、

本
堂
を
走
り
回
っ
て
、
坊
守
様

に
、
「
本
堂
で
走
り
よ
う
と
は
誰

ね
！
」
と
注
意
さ
れ
て
ま
し
た
。

し
か
し
、
注
意
ば
か
り
で
な
く
、

お
供
え
で
上
が
っ
て
た
お
菓
子

な
ど
を
持
っ
て
き
て
は
、
さ
あ
食

べ
な
さ
い
と
優
し
く
皆
に
く
だ 

さ
い
ま
し
た
。 

中
学
生
の
頃
に
、
お
寺
で
は 

                        

日
英
法
尼
と
の
ご
縁
〝
私
の
思
い
出
〟 

日英法尼一周忌に於いて御導師を勤め
られた、正干与人・久留米市妙正寺御
住職 田中潮佑僧正 

育成会発会式で宗讃歌を合唱する 

育成会会員（昭和 42 年頃） 

第
一
周
忌 
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二
十
一
日
間
の
研
修
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
両
親
の
勧

め
で
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修

会
は
、
学
校
へ
行
く
者
、
会
社
へ

行
く
者
、
参
加
者
全
員
が
お
寺

で
寝
泊
ま
り
し
て
、
朝
の
水
行
、

お
経
の
練
習
、
講
話
、
又
合
掌
、

正
座
、
食
法
等
の
仏
事
作
法
等
、

信
行
の
基
礎
を
習
得
す
る
為
、

精
神
の
鍛
練
を
行
い
、
時
間
に

な
れ
ば
、
学
校
や
会
社
に
行
き
、

終
る
と
お
寺
に
直
接
帰
っ
て
来

る
と
い
っ
た
生
活
を
送
り
ま
し

た
。 研

修
会
の
朝
食
は
、
雑
炊
を

作
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
て
、
嫌

気
を
さ
し
て
食
べ
て
い
る
と
、
坊

守
様
か
ら
、
「
食
べ
た
く
な
い
な

ら
食
べ
な
さ
ん
な
、
昼
食
・
夕
食

抜
き
よ
」
と
、
よ
く
叱
ら
れ
て
い

た
も
の
で
し
た
。
日
々
の
水
仕
事

を
し
て
い
る
時
に
、
「
水
も
タ
ダ

じ
ゃ
な
い
と
よ
、
大
事
に
使
い
な

さ
い
」
な
ど
と
い
っ
た
言
葉
が
頭

の
中
に
蘇
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
研

修
会
で
身
に
着
け
た
こ
と
は
、

目
上
の
方
を
敬
う
こ
と
、
特
に

坊
守
様
か
ら
は
耐
え
忍
ぶ
こ
と
、

物
の
有
難
さ
や
回
り
で
世
話
を

し
て
頂
く
方
へ
の
感
謝
を
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。
坊
守
様
の
魂
は
、

私
の
心
の
中
に
も
生
き
て
お
ら

れ
ま
す
。 

ま
た
、
今
か
ら
約
二
十
年
程

前
（
坊
守
様
は
七
十
歳
位
の
時
）

坊
守
様
の
ご
指
導
の
も
と
、
妙

教
寺
で
の
団
参
の
他
に
、
身
延

山
久
遠
寺
を
は
じ
め
、
七
面
山
、

能
勢
の
妙
見
様
、
白
瀧
稲
荷
様

等
、
有
志
の
方
々
と
一
緒
に
お

参
り
に
行
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 特

に
、
七
面
山
へ
の
険
し
い
山

道
を
、
ほ
と
ん
ど
初
め
て
登
詣

す
る
者
を
先
導
し
な
が
ら
、
又

皆
で
お
題
目
を
唱
え
な
が
ら
、

一
丁
一
丁
登
り
、
七
面
山
敬
慎

閣
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
こ
の

時
に
坊
守
様
か
ら
、
「
私
達
と

一
緒
に
た
く
さ
ん
の
御
霊
が
憑

い
て
こ
ら
れ
、
自
分
達
の
力
だ
け

で
な
く
こ
の
た
く
さ
ん
の
御
霊
の

方
々
の
後
押
し
に
よ
っ
て
、
登
れ

た
の
よ
」
と
、
ご
指
導
頂
き
ま
し

た
。 日

英
法
尼
様
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
ら
を
ご
指
導
頂
き
、

今
の
私
が
あ
る
の
も
、
日
英
法

尼
様
の
お
蔭
に
よ
る
も
の
で
す
。 

          

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
日
英

法
尼
様
か
ら
ご
指
導
頂
い
た
こ

と
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
、

僧
侶
と
し
て
の
本
分
を
尽
く
し

て
ま
い
る
こ
と
が
ご
報
恩
と
受

け
と
め
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

                   

平成 11 年、団参で肥後本妙寺に参拝
した折、拝み所前にて記念撮影 

（後列中央が坊守様） 
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い
つ
ま
で
も
有
る
と
思
う
な

親
と
金
等
々
の
狂
歌
が
あ
り
ま

す
。 中

に
は
も
う
す
で
に
親
を
亡

く
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
。
親
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

も
毎
年
一
才
ず
つ
年
を
と
ら
れ
、

寂
し
い
事
で
す
が
い
つ
か
は
亡
く

な
り
ま
す
。
又
、
お
金
も
蓄
え

る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
使
い
始

め
る
と
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
私

達
自
身
の
命
も
生
を
受
け
た
そ

の
時
か
ら
死
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
が
始
ま
っ
て
い
て
、
い
つ
か
必
ず

臨
終
を
迎
え
ま
す
。 

若
い
時
、
健
康
な
時
は
あ
ま

り
実
感
が
わ
か
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
逃
れ
る
事
が
出
来

な
い
現
実
で
す
。
し
か
し
、
必
ず

し
も
若
い
か
ら
寿
命
が
長
い
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
突
然
の
事
故

や
病
に
あ
い
命
を
落
と
す
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
誰
で
も
い
つ
ま
で

も
生
き
て
い
た
い
と
思
う
の
は
人

間
の
本
能
で
す
。
し
か
し
、
私
た

ち
の
人
生
が
平
穏
で
あ
る
と
い

う
保
証
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ

ん
。 そ

れ
な
ら
ば
、
許
さ
れ
た
人

生
を
ど
う
生
き
る
か
。
日
蓮
大

聖
人
は
、
私
達
に
生
き
ざ
ま
を

問
い
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
老

生
不
定
で
あ
る
人
生
を
悟
っ
て

昼
夜
に
法
華
経
の
信
心
に
精
進

し
て
、
身
口
意
の
三
業
を
い
つ
も

清
浄
に
し
て
、
安
ら
か
な
人
生

と
し
た
い
も
の
で
す
。 （各

書
籍
参
考
） 

 

妙
法

み
ょ
う
ほ
う

尼あ

ま

御
前

ご

ぜ

ん

御
返
事

ご

へ

ん

じ 
夫そ

れ
以

お
も
ん

み
れ
ば
日
蓮

に
ち
れ
ん

幼
少

よ
う
し
ょ
う

の
時と

き

よ
り 

仏
法

ぶ
っ
ぽ
う

を
学ま

な

び
候

そ
う
ら
い

し
が
念
願

ね
ん
が
ん

す
ら
く
、 

人ひ
と

の
寿
命

じ
ゅ
み
ょ
う

は
無
常
也

む
じ
ょ
う
な
り

。 

出い

づ
る
気い

き

は
入い

る
気い

き

を
待ま

つ
事こ

と

な
し
。 

風か
ぜ

の
前ま

え

の
露つ

ゆ

、
尚な

お

譬
た
と
え

に
あ
ら
ず
。 

か
し
こ
き
も
、
は
か
な
き
も
、 

老お

い
た
る
も
、
若わ

か

き
も
定さ

だ

め
無な

き
習な

ら

ひい

也な
り

。 

さ
れ
ば
先ま

ず

臨
終

り
ん
じ
ゅ
う

の
事こ

と

を
習な

ろ

ふう

て 

後の
ち

に
多
事

た

じ

を
習な

ろ

ふう

べ
し
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
聖
人
聖
寿 

五
十
七
歳
） 

日
蓮
大
聖
人
の
お
こ
と
ば 

⑫ 

日蓮聖人は、長年にわたる多難迫害と困苦欠

乏の生活で身体はむしばむようになり、療養

の為身延を出発し常陸の池上に向かわれた 
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須
梨
槃
特
は
、
釈
尊
の
多
く

の
弟
子
の
中
に
あ
っ
て
、
自
分
の

名
前
さ
え
覚
え
ら
れ
な
い
く
ら

い
の
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
気
付

い
た
須
梨
槃
特
は
他
の
人
の
迷

惑
に
な
る
か
ら
と
、
釈
尊
に
破

門
を
願
っ
た
。
し
か
し
釈
尊
は
彼

に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た
。
「槃
特

よ
、
お
前
は
自
分
が
愚
か
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い

た
の
だ
か
ら
本
当
の
愚
か
者

で
は
な
い
の
だ
」と
。
そ
し
て
仕

事
を
与
え
た
。
彼
は
釈
尊
に
言

わ
れ
た
通
り
一
生
そ
れ
を
行
じ
、

つ
い
に
如
来
の
位
ま
で
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。 

                        

私
た
ち
は
生
活
し
て
い
く
中

で
自
分
の
愚
か
さ
に
気
が
つ
か

ず
他
人
よ
り
優
れ
て
い
る
と
思

い
、
そ
ん
な
心
で
人
を
見
下
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
人
は
多
か

れ
少
な
か
れ
欠
点
を
も
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
気
付
い
て

お
の
れ
を
知
り
、
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
精
進
す
る
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

日
蓮
聖
人
は
ご
遺
文
の
中
で

“
須
梨
槃
特
は
…
…
一
念
の
信

あ
り
て
普
明
如
来
と
成
り
給
う
”

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
純
真
な

気
持
ち
を
も
っ
て
信
仰
に
励
ん

で
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

日
蓮
宗
新
聞
社
発
行
「ひ
と
口
説
法
」よ
り 

      

                        

一

口

説

法 
お
の
れ
を
知
る 

挿絵 青山書院発刊「お釈迦さま」より 
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七
月
の
初
め
、
お
参
り
の
帰

り
道
で
交
通
事
故
に
遭
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

交
差
点
を
青
信
号
で
通
過
中
、

右
か
ら
信
号
を
無
視
し
て
猛
ス

ピ
ー
ド
で
走
っ
て
来
た
車
が
私
の

運
転
席
側
に
向
か
っ
て
突
っ
込
ん

で
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
思
っ
た
瞬

間
、
対
向
車
の
大
き
な
ワ
ゴ
ン
車

が
私
の
車
と
信
号
無
視
を
し
た

車
の
間
に
入
り
込
み
、
そ
の
車

は
対
向
車
に
衝
突
し
、
そ
の
勢
い

で
対
向
車
が
私
の
運
転
し
て
い

た
車
の
ド
ア
に
ぶ
つ
か
っ
た
の
で

す
。
幸
い
怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
事
後
の
対
応
な
ど
で

時
間
を
と
ら
れ
、
お
寺
の
車
を

傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
事
で
頭
を
下

げ
な
が
ら
「
あ
ぁ
、
運
が
悪
か
っ

た
な
ぁ
」
と
意
気
消
沈
し
て
い
ま

し
た
。 

し
か
し
、
お
寺
に
帰
り
報
告

を
し
た
後
に
言
わ
れ
た
の
が
「
事

故
に
遭
っ
た
こ
と
は
不
運
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
も
し
あ
の
場

に
対
向
車
が
い
な
か
っ
た
ら
運

転
席
に
そ
の
車
が
突
っ
込
ん
で

き
て
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
言
葉
で

し
た
。 

そ
の
時
起
き
た
事
ば
か
り
に

と
ら
わ
れ
「
自
分
は
な
ん
て
運
が

悪
い
ん
だ
ろ
う
」
と
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
最
悪

命
を
失
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
る
と
、
今
で
も
血
の
気
の

引
く
思
い
で
す
。
や
は
り
自
分

は
知
ら
な
い
う
ち
に
色
々
な

方
々
に
守
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
心
か
ら
感
じ
ま
し
た
。 

日
蓮
宗
の
要
文
に
「
大
難
は

小
難
、
小
難
は
無
難
に
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

大
難
を
小
難
に
軽
く
し
て
頂
け

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

周
り
か
ら
の
ご
加
護
を
頂
け
る

よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

       

私
は
那
珂
川
町
に
住
ん
で

お
り
ま
す
黒
木
と
申
し
ま
す
。

妙
教
寺
様
の
檀
家
と
し
て
永

い
間
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

今
年
初
め
て
お
正
月
の
星

ま
つ
り
新
春
施
餓
鬼
会
に
お

参
り
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

早
朝
か
ら
御
住
職
様
は
じ
め

五
人
の
お
上
人
様
方
の
素
晴

ら
し
い
熱
意
あ
ふ
れ
る
読
経

の
声
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
新
年
の
新
し
い
お

札
や
お
守
り
を
受
け
さ
せ
て

頂
く
の
と
各
家
の
ご
守
護
神

の
お
力
を
増
さ
せ
る
為
の
ご

祈
祷
が
あ
り
、
大
変
大
勢
の
お

檀
家
さ
ん
で
本
堂
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。 

こ
の
良
き
日
に
お
寺
に
お

参
り
さ
せ
て
頂
き
有
り
難
う

御
座
居
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
私
達

家
族
も
皆
様
方
の
様
に
日
常

生
活
に
於
い
て
真
剣
に
お
題

目
を
お
唱
え
出
来
ま
す
様
に

努
力
精
進
さ
せ
て
頂
き
ご
先

祖
様
に
喜
ん
で
頂
け
ま
す
様

に
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。 

投

稿

欄 

那
珂
川
地
区 

 
 

黒
木 

福
子 

ご
先
祖
様
か
ら
の 

贈
り
物 

當山山務員 

髙野 英一 

 

事
故
に
遭
っ
て 

感
じ
た
こ
と 
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最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
日
新
年
の
福
を
占
う
恒
例

の
福
引
き
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。
色
々
な
賞
の
抽
選
が
進
む

に
つ
れ
、
い
よ
い
よ
最
後
の
住

職
上
人
賞
に
な
り
ま
さ
か
と

思
っ
て
ま
し
た
が
、
私
の
番
号

が
呼
ば
れ
た
時
、
驚
き
と
感
謝

の
気
持
ち
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ご
先
祖
様
の
お
か
げ
だ
と
思

い
有
り
難
く
自
転
車
を
頂
き

ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

有
り
難
う
御
座
居
ま
し
た
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

      

昨
年
六
月
十
七
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
順
教
院
日
英
法

尼
（
花
田
英
）
様
に
は
親
子 

共
々
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
ご
生
前

娘
の
事
で
は
随
分
親
身
に
な

っ
て
ご
相
談
に
乗
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
あ
る
日
、
自
宅
で
法

事
を
し
た
折
、
親
族
の
集
ま
り

の
席
で
ま
だ
ま
だ
信
仰
心
の

浅
い
親
族
に
対
し
、
冨
永
家
を

守
っ
て
い
く
私
た
ち
家
族
の

事
を
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
し
っ
か
り
と
話
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
そ
こ

か
ら
少
し
ず
つ
で
す
が
親
族

と
の
関
係
も
良
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

奥
様
に
は
他
に
も
た
く
さ

ん
手
取
り
足
取
り
ご
指
導
を

頂
き
ま
し
た
が
、
何
の
恩
返
し

も
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
は
冨
永
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
妙
教
寺
の
日
蓮
大
聖
人

様
の
お
加
護
を
頂
き
な
が
ら

檀
家
の
本
分
を
わ
き
ま
え
、
ご

奉
仕
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が

恩
返
し
の
一
端
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

         

最
後
に
新
年
度
の
星
祭
り

大
祭
施
餓
鬼
会
の
中
で
の
福

引
き
大
会
で
婦
人
会
長
賞
の

オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
を
当
て
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

買
い
換
え
よ
う
と
思
っ
て
い

た
所
で
、
嬉
し
さ
と
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
度

も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

     

北
九
州
地
区 

 

藤
城

ふ

じ

き 

順
子 

 

私
の
実
家
の
牧
家
は
名
古

屋
か
ら
来
福
し
ま
し
た
。 

父
が
他
界
し
た
折
、
妙
教
寺

の
檀
家
で
あ
っ
た
親
戚
の
紹

介
で
納
骨
堂
に
父
の
遺
骨
を

納
骨
さ
せ
て
頂
い
た
事
を
縁

に
、
妙
教
寺
の
檀
家
と
な
り
ま

し
た
。 

住職上人賞が当たった筆者の黒木福子
さん。住職と記念撮影。 

 

亡
坊
守
様 

（
順
教
院
日
英
法
尼
様
）
に 

報
恩
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

 

婦人会会長賞のオーブンレ
ンジが当って喜ばれる筆者
の冨永昭子さん 

 

ご
先
祖
様
と
私 

麦
野
地
区 

 
 

冨
永 

昭
子 
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父
が
他
界
し
た
の
ち
私
は
、

霊
体
験
や
不
思
議
な
出
来
事

を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

私
は
、
二
十
歳
前
頃
に
強
い
金

縛
り
に
あ
い
、
母
は
お
寺
に
駆

け
込
む
よ
う
に
相
談
に
伺
い

ま
し
た
。
当
時
、
お
寺
の
奥
様

は
霊
や
因
縁
に
つ
い
て
檀
信

徒
の
方
々
に
熱
心
に
ご
指
導

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

数
日
後
の
こ
と
、
奥
様
が
月

命
日
経
で
お
見
え
に
な
り
お

経
が
終
わ
る
と
、
家
の
中
と
ご

仏
壇
を
見
ら
れ
、
「
ご
先
祖
様

の
、
永
代
供
養
を
し
て
下
さ

い
。
」
と
言
わ
れ
、
ご
先
祖
様

が
供
養
し
て
欲
し
い
と
い
う

思
い
を
、
私
を
通
し
て
知
ら
せ

て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
そ
し

て
母
に
「
身
を
清
め
て
（
水
行
）

か
ら
、
娘
さ
ん
に
お
経
を
教
え

て
あ
げ
な
さ
い
。
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
月
日
が
経
ち
、
私

は
お
寺
の
青
年
会
に
少
し
だ

け
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
又
、

そ
の
時
期
に
、
亡
・
若
上
人
（
日

賢
上
人
）
や
青
年
会
の
若
い

方
々
と
お
知
り
合
い
に
な
り

ま
し
た
。 

          

そ
の
後
私
は
結
婚
を
機
に

北
九
州
へ
移
り
、
母
も
四
年
前

に
他
界
し
ま
し
た
。
母
が
亡
く

な
っ
た
後
に
も
不
思
議
な
体 

験
が
幾
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
未
知
な
る
経
験
も
幾

度
か
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
家

の
仏
壇
の
お
曼
荼
羅
様
は
母

の
代
よ
り
の
も
の
で
、
多
分
四

十
年
位
経
っ
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
ロ
ウ
ソ
ク
の
煤
や
線

香
の
煙
等
で
真
っ
黒
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
私
が

お
経
を
唱
え
て
い
る
時
に
お

曼
荼
羅
様
の
、
小
さ
な
文
字
が

浮
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

「
文
字
が
あ
っ
た
の
だ
」
と
今

更
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
お
寺
の
本
堂
で
お
参

り
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で

す
。
私
は
一
番
左
側
に
座
っ
て

お
り
ま
し
た
。
心
の
中
で
は
真

ん
中
に
座
っ
て
、
お
参
り
を
し

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
お
経
を

唱
え
て
お
り
ま
し
た
ら
、
そ
の

ま
ま
体
が
宙
に
浮
い
て
、
本
堂

の
中
は
黄
金
色
と
な
り
、
そ
の

中
心
に
黄
金
色
の
御
住
職
の 

後
ろ
姿
が
見
え
ま
し
た
。
わ
ぁ
。

と
思
っ
た
と
同
時
に
心
の
中

に
「

捉
つ
か
ま

え
た
」
と
聞
こ
え
ま

し
た
の
で
、
怖
く
な
り
イ
メ
ー 

                        

(有)広栄堂龍仏具店 
      

          福岡県大野城市錦町 2-2-3 

      092-582-7676 

 
定休日/毎月 ５・15日 

各種仏壇・仏具お取り寄せ

出来ます。ご気軽にご来店

下さい。 

TEL 
FAX 

當山月施餓鬼供養会に参られた 

筆者の藤城さん 
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ジ
を
抑
え
ま
し
た
。
あ
の
黄
金

の
風
景
は
、
美
し
く
、
輝
い
て

い
ま
し
た
。 

ま
た
、
半
年
以
上
も
肩
こ
り

が
酷ひ

ど

く
悩
ん
で
お
り
ま
し
た
、

何
を
試
し
て
も
だ
め
で
し
た

が
昨
年
七
月
の
土
用
の
丑
秘

法
ほ
う
ろ
く
灸
の
ご
祈
祷
を

う
け
て
、
家
に
帰
り
、
ほ
う
ろ

く
灸
の
事
を
主
人
に
話
し
て

お
り
ま
し
た
ら
、
肩
こ
り
が
い

つ
の
間
に
か
治
っ
て
い
ま
し

た
。
あ
ん
な
に
辛
か
っ
た
肩
こ

り
が
数
時
間
で
治
っ
て
い
る

こ
と
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。 

母
が
他
界
し
て
、
今
度
は
私

が
母
の
代
わ
り
に
お
寺
参
り

を
し
て
、
ご
先
祖
様
の
供
養
と

毎
日
の
ご
仏
壇
へ
の
御
給
仕

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

お
正
月
、
お
盆
、
命
日
等
の
、

お
飾
り
、
お
供
え
物
、
生
花
等
、

母
が
し
て
い
た
時
の
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。 

          
最
近
私
が
変
わ
っ
た
こ
と

は
、
お
寺
へ
お
参
り
す
る
回
数

が
増
え
た
こ
と
で
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
稼
業
も
多
忙
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
未
知
な
る

物
に
つ
い
て
は
信
仰
的
に
と

ら
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
も
っ
と
信
仰
を
深
め
、
知

識
を
広
め
た
い
と
思
い
信
行

会
に
入
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

も
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
母

が
辿
っ
た
総
本
山
身
延
山
に

も
是
非
一
度
お
参
り
し
た
い

気
も
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
と
一
緒
に
日

蓮
大
聖
人
様
の
教
え
を
学
び

信
行
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                  

                        

 

 

 

民間車検工場 
井上自動車株式会社 
福岡市博多区麦野 1-1-38 
TEL：092-581-4607 

         FAX：092-581-4796 

都
市
高
速 

筑紫通り 

麦野交差点 

県道 112 号 

ｳｴｽﾄ 

筑紫通り入口 

信行会で書写修行される藤城さん 

妙教寺ホームページ公開 

検索アドレスは、 

http://myoukyouji.jp 
 
 

皆様のアクセスお待ちしております 
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仏
壇
を
購
入
し
ま
し

た
が
、
そ
の
と
き
仏
具

店
で
御
曼
荼
羅
も
付
け
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
は
い
け
な
い
の

で
す
か
？ 

 

仏
具
店
で
用
意
し
て

く
れ
る
「
御
曼
荼
羅
」

は
日
蓮
聖
人
の
御
真
蹟
を
謹
写

し
た
ご
本
尊
で
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

ま
た
、
仏
具
店
の
も
の
の
な
か
に

は
、
聖
人
の
花
押
（
署
名
）
が
誤

っ
て
い
た
り
、 

誰
が
書
写
し
た
も
の
か
も
明
ら

か
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

日
蓮
宗
で
は
、
日
蓮
宗
で
推
薦

す
る
ご
本
尊
（
臨
滅
度
時
の
ご

本
尊
）、
も
し
く
は
、
菩
提
寺
の 

     

ご
住
職
が
書
写
さ
れ
た
ご
本
尊

を
お
ま
つ
り
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。 

 

総
代
さ
ん
か
ら
「
護
持

会
費
を
収
め
る
よ
う
に

言
わ
れ
ま
し
た
」
そ
も

そ
も
護
持
会
と
は
な
ん
で
す
か
。 

 
護
持
会
と
は
、
文
字

通
り
檀
信
徒
の
皆
さ

ん
が
菩
提
寺
を
守
り
持
つ
た
め

に
生
ま
れ
た
会
で
す
。 

寺
院
運
営
を
大
き
な
役
割
と
し

て
い
ま
す
。
護
持
会
費
に
は
、
決

ま
っ
た
金
額
は
な
く
、
各
寺
院
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す 

（
日
蓮
宗
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
よ
り
） 

 

                        

                        

 

 

 

 

 

                          
                           

                                

地方発送承ります 

 檀信徒様のお買い上げは、当店に限り 10％

引きとさせていただきますので、ご気軽に

ご来店下さいませ。お待ちしております。 

名菓ひよ子 イオン大野城店 
大野城市錦町 4 丁目 1-1  

イオン大野城 1 階 

０９２－５９２－２１２６ 

 

 

 

本
物
の
美
味
し
さ
で
、 

あ
な
た
の
笑
顔
に 

出
会
い
た
い
。 

ＴＥ Ｌ  
Ｆ ＡＸ  

お
上
人
さ
ん
教
え
て
！ 

種子島産 

「安納芋」使用 

ひよ子の恋 10 個入 

1,050 円(税込) 

各種一袋 

315 円 
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行
事
ス
ナ
ッ
プ
あ
れ
こ
れ 

1/14 新春星まつり・福引き大会 
特別賞が当たって喜ばれる檀信徒
の方 

1/20 婦人会主催寒修行 
団扇太鼓を叩いて唱題行を行う 
檀信徒のみなさん 

2/3 節分追儺会 
今年一年の無病息災、徐厄退散を 
祈念して福は内！ 

7/21 土用の丑ほうろく灸祈祷会 
当病平癒、徐病の祈願をしました 

7/19 第 42 回海上施餓鬼会並に 
お題目のつどい 
猛暑の中、16 名の檀信徒の 
皆様の参加がありました 

4/14 釈尊降誕会（花まつり） 

婦人会役員、檀信徒有志の方々に
より綺麗な花御堂が出来ました 

5/26 平成 25 年檀信徒総会 

古賀婦人会長御勇退に伴い村上
新会長より感謝の花束贈呈 

6/16 順教院日英法尼一周忌法要 

日英法尼を偲び、約 80 名の方々
が参列し厳粛に執り行われまし
た 

7/7 信行会・写経修行 

寿量品第十六より、自我偈を 

写経しました 

7/28 當山盆前大掃除 

檀信徒の皆様方により、本堂・
御霊屋・山門・他各所が綺麗に
なりました。お疲れ様でした 
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お

寺

の

行

事 
   

◎
９
月
１
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
例
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

◎
９
月
20
～
26
日
（金
～
木
） 

 

・秋
季
彼
岸
棚
経
廻
り 

 
 

 

早
朝
よ
り 

◎
９
月
29
日
（第
５
日
曜
） 

 

・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

 

・秋
季
彼
岸
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 

◎
10
月
６
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
例
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

◎
10
月
14
日
（体
育
の
日
） 

 

・宗
祖
お
会
式
桜
花
つ
く
り 

 
 

 

午
前
９
時
よ
り 

◎
10
月
20
日
（第
３
日
曜
） 

 

・宗
祖
日
蓮
大
聖
人
お
会
式 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

  

   

◎
11
月
３
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

◎
11
月
24
日
（第
４
日
曜
） 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 

◎
12
月
１
日
（第
１
日
曜
） 

 
・月
祈
祷
祭 
 

午
前
10
時
よ
り 

 

・三
沢
清
正
公
堂
大
掃
除 

 
 

 

午
後
よ
り 

◎
12
月
15
日
（第
３
日
曜
） 

 

・年
末
煤
払
い
大
掃
除 

 
 

 

午
前
９
時
よ
り 

◎
12
月
22
日
（第
４
日
曜
） 

 

・年
末
総
供
養
施
餓
鬼
会 

午
後
１
時
よ
り 

◎
12
月
27
日
（第
４
金
曜
） 

 

・正
月
お
供
え
の
為
の
餅
つ
き 

 
 

 

午
前
８
時
よ
り 

◎
12
月
28
～
30
日
（
土
～
月
） 

 

・正
月
飾
付
け
準
備 

  

◎
１
月
１
日
（水
） 

 

・初
参
詣
祝
禱
会 

 
 

 

午
前
１
時
よ
り 

◎
１
月
１
日
～
３
日
（水
～
金
） 

 

・新
春
三
ヶ
日
一
部
経
読
誦
会 

 
 

 

午
前
８
時
よ
り 

◎
１
月
12
日
（第
２
日
曜
） 

 

・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

 

・年
頭
施
餓
鬼
供
養
会 

 

・開
運
星
祭
り 

 

・新
春
福
引
き
大
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

◎
１
月
19
日
（第
３
日
曜
） 

 

・寒
修
行
会
（婦
人
会
主
催
） 

 
 

 

午
前
10
時
よ
り 

         

          

◎
毎
月 

第
１
日
曜
日
は 

 
 

 
・信
行
会 

（
12
時
よ
り
） 

 
 

 

・三
沢
清
正
公
堂
お
参
り 

 
 

 
 

 
 

 
   

（午
後
よ
り
） 

行
事
予
定
日
・
時
間
は
、 

変
更
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
発
送 

し
ま
す
案
内
で
ご
確
認
下
さ

い
。 

発 

行 

所 
 
 

非 

売 

品 

大
野
城
市
錦
町
二
丁
目
一
番
二
七
号 

春
日
山 

妙 

教 

寺 

〇
九
二
（
五
八
一
）
一
二
六
六 

≪御霊屋・納骨堂 加入者募集≫ 
○近代的格調高い 

○耐久性にすぐれる 

○御先祖様をおまつりするのに 

相応しい荘厳な佇まい 

 
※一時払い不可能な方は、分割払い制度をご利用下さい。 
※詳しくは、お寺又は護持会事務局までお問い合わせ下さい。 

春日山 妙教寺 ０９２－５８１－１２６６ 


